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今月号の主な内容
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

【写真】走走れれ！！僕僕ららのの「「ああままるるべべロロママンン号号」」
余部小４年生がゴールデ
ンウィークの臨時列車
「あまるべロマン号」の
ヘッドマークをデザイン



�
明
治
42
年
12
月
16
日

・
余
部
鉄
橋
架
橋
工
事
着
手
　

�
明
治
45
年
1
月
13
日

・
余
部
鉄
橋
架
橋
工
事
竣
工

�
明
治
45
年
3
月
1
日

・
余
部
鉄
橋
開
通
（
山
陰
本
線
全

線
開
通
）

�
大
正
4
年

・
橋
脚
腐
食
防
止
ペ
イ
ン
ト
塗
替

工
事
開
始

�
大
正
９
年

・
上
倉
音
吉
、
望
月
保
吉
ら
専
属

部
分
塗
装
従
事

�
昭
和
34
年
4
月

・
餘
部
駅
設
置

�
昭
和
57
年
3
月

・
余
部
鉄
橋
開
通
70
周
年
記
念

今
年
が

「
余
部
鉄
橋
」
最
後
の
年

い
よ
い
よ
百
年
の
歴
史
に
幕

2

た
。
特
に
新
橋
架
替
が
決
定
し
て

か
ら
は
、
そ
の
姿
を
目
に
焼
き
付

け
よ
う
と
多
く
の
観
光
客
が
全
国

か
ら
か
け
つ
け
て
い
ま
す
。

架
け
替
え
決
定

昭
和
61
年
12
月
、
日
本
海
か
ら

吹
き
付
け
る
強
風
を
受
け
、
鉄
橋

を
通
過
中
の
列
車
が
直
下
の
余
部

集
落
に
転
落
す
る
と
い
う
予
測
も

さ
れ
な
か
っ
た
残
念
な
大
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
風
速
が

20
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
列
車
の

運
行
は
見
合
わ
せ
ら
れ
、
そ
の
回

数
も
年
間
１
０
０
回
を
超
え
て
い

ま
す
。
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

余部鉄橋を渡る最後のＳＬ列車（昭和47年3月撮影：千崎密夫氏）

明
治
45
年
に
竣
工
し
た
余
部
鉄
橋
も
、
い
よ
い
よ
来
年
春
に
は
新
橋

へ
の
架
替
工
事
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
に
愛
さ
れ
、
全

国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
そ
の
百
年
近
い
歴
史
に
幕
を
閉

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
余
部
の
谷
に
高
く
そ
び
え
、
集
落
を
見
守
り

日
本
海
の
荒
波
に
耐
え
続
け
て
き
た
「
余
部
鉄
橋
」。

新
橋
が
完
成
す
る
ま
で
は
現
役
の
「
余
部
鉄
橋
」
が
、
そ
し
て
完
成

後
は
『
平
成
の
架
橋
ー
新
余
部
鉄
橋
』
が
香
美
町
を
支
え
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
長
年
私
た
ち
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
誇
り
に
し

て
き
た
「
余
部
鉄
橋
」
に
感
謝
し
、
そ
の
雄
姿
を
胸
に
刻
む
こ
の
一
年
。

町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
架
替
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル

余
部
鉄
橋
は
そ
の
名
の
と
お
り

香
住
区
内
の
余
部
地
区
に
架
け
ら

れ
た
ト
レ
ッ
ス
ル
式
（
鉄
骨
を
組

み
上
げ
た
構
造
の
橋
脚
）
の
鉄
橋

で
す
。
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
開
通
の
最

大
に
し
て
最
後
の
難
関
工
事
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
、
東
西
の
山
に
架

け
渡
さ
れ
空
高
く
余
部
集
落
を
ま

た
い
で
い
ま
す
。
そ
の
雄
姿
か
ら

「
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
る
と

と
も
に
鉄
道
フ
ァ
ン
や
写
真
愛
好

家
を
は
じ
め
一
般
客
か
ら
も
貴
重

な
「
観
光
資
源
」、「
産
業
歴
史
遺

産
」
と
し
て
、
近
年
大
き
く
脚
光

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

〈
余
部
鉄
橋

関
連
の
歴
史
〉

今の
まま
の

雄姿
が見
られ
る

余部鉄橋工事中の風景

（絵はがきとして頒布されたものから引用）



�
昭
和
61
年
12
月
28
日

・
回
送
中
の
お
座
敷
列
車
「
み
や

び
」
転
落

�
昭
和
63
年
5
月

・
風
速
規
制
値
が
25
ｍ
／
秒

か
ら
20
ｍ
／
秒
に
強
化

�
平
成
3
年

・
余
部
鉄
橋
対
策
協
議
会
発
足
、

防
風
壁
設
置
検
討

�
平
成
14
年
７
月

・
「
新
橋
架
け
替
え
」
決
定
　

�
平
成
15
年
10
月

・
Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
橋
へ
基
本
方
針

決
定

�
平
成
17
年
3
月

・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
Ｐ
Ｃ
　

ラ
ー
メ
ン
橋
採
用
決
定

�
平
成
19
年
春

・
新
橋
架
替
工
事
着
手
（
予
定
）

三
郎
氏
は
当
時
、
強
い
潮
風
を
受

け
る
地
理
的
条
件
や
将
来
の
保
守

（
塩
害
、
防
錆
対
策
）
か
ら
考
え

て
、「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
」
が

有
利
と
設
計
提
案
し
ま
し
た
が
、

技
術
的
・
経
費
的
側
面
か
ら
結
局
、

同
院
技
術
研
究
所
技
師
古
川
晴
一

氏
の
設
計
に
よ
る
現
在
の
「
ト
レ

ッ
ス
ル
式
鉄
橋
」
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

鉄
橋
建
設
か
ら
約
１
０
０
年
を

経
て
、
改
め
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
案
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

鉄
橋
建
設
当
時
か
ら
の
宿
命
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
橋

エ
ク
ス
ト
ラ
ー
ズ
ド
Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ

ン
橋
は
、
平
成
22
年
度
完
成
を
目

指
し
、
い
よ
い
よ
来
年
春
に
は
架

替
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
す
。

3

最
低
条
件
（
安
全
性
と
定
時
性
）

を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
３
年
余

部
鉄
橋
対
策
協
議
会
が
発
足
し
、

「
現
鉄
橋
へ
の
防
風
壁
の
設
置
」
が

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
絶
対
的
な
安

全
性
の
追
求
、
検
討
が
進
め
ら
れ
、

平
成
17
年
３
月
、
最
終
的
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
（
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー

ズ
ド
Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
橋
）
へ
の
架

け
替
え
が
決
定
、
同
年
12
月
に
Ｊ

Ｒ
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
、
地
元
市

町
の
間
で
、
そ
の
建
設
費
約
30
億

円
の
負
担
割
合
が
取
り
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

完
成
当
時
は

東
洋
一
の
ス
ケ
ー
ル

「
全
長
３
０
９．

４
メ
ー
ト
ル
、

橋
脚
の
高
さ
４
１．

５
メ
ー
ト
ル
」。

明
治
時
代
最
高
の
土
木
技
術
を
結

集
し
て
建
設
さ
れ
、
完
成
当
時
は

東
洋
一
の
規
模
を
誇
っ
た
余
部
鉄

橋
。
高
さ
で
は
全
国
９
位
と
な
っ

た
現
在
も
、
総
合
的
な
ス
ケ
ー
ル

で
は
他
の
鉄
橋
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
13
年
に

（
社
）
土
木
学
会
が
監
修
し
た
『
日

本
の
近
代
土
木
遺
産
―
現
存
す
る

重
要
な
土
木
構
造
物
２
０
０
０
選
』

の
中
で
も
“
Ａ
ク
ラ
ス
”
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
そ
の
存
在
価
値
は
、

厳
然
と
し
て
第
一
級
品
で
あ
る
こ

と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

百
年
を
支
え
た
　

鉄
橋
の
保
守

但
馬
地
方
特
有
の
不
順
な
天
候

に
加
え
、
日
本
海
か
ら
吹
き
付
け

る
潮
風
で
鋼
製
の
鉄
橋
は
錆
び
や

す
く
腐
食
し
や
す
い
環
境
下
で
の

保
守
は
、
重
要
な
課
題
で
し
た
。

特
に
戦
時
中
は
塗
装
材
料
の
不
足

で
放
置
状
態
と
な
り
、
相
当
劣
化

が
進
み
ま
し
た
。
戦
後
、
塗
装
保

守
作
業
が
再
開
さ
れ
る
一
方
、
昭

和
32
年
か
ら
第
３
次
に
わ
た
る
修

繕
長
期
計
画
に
よ
っ
て
部
材
の
取

り
替
え
（
橋
桁
や
主
柱
な
ど
重
要

部
は
当
時
の
ま
ま
）
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
鉄
橋
は
営
々
と
し
た
地
道

な
保
守
作
業
に
支
え
ら
れ
て
今
日

の
雄
姿
が
守
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

平
成
22
年
度
完
成

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
、

建
設
当
時
か
ら
の
宿
命
か
！

架
橋
計
画
当
初
か
ら
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
の
案
は
あ
り
ま
し
た
。

鉄
道
院
米
子
出
張
所
技
師

岡
村
信

余部鉄橋　橋梁一般図（側面図）

竣工日：明治４５年１月１３日　　　　　　　　全長：３０９．４ｍ

設計者：鉄道院技術研究所技師　古川晴一　　　橋脚の高さ４１．５ｍ

設計者：鉄道院米子出張所技師　岡村信三郎

新橋完成イメージ図：エクストラドーズドＰＣラーメン橋

余部駅開設。余部住民の悲願の交通手段確保
（昭和34年4月撮影：千崎密夫氏）

平成18年3月18日ブルートレイン出雲最終便
通過。多くのファンに惜しまれた。

ささよよなならら！！あありりががととうう！！そそししてて、、後後世世へへ・・・・・・

当　時　の　鉄　筋　橋　案

浜坂側香住側



真
撮
影
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
年
間

数
十
回
余
部
に
通
い
続
け
、
広
田
氏

を
師
と
仰
ぐ
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
・

服
部
敏
明
氏
（
京
都
市
在
住
）
の
特

別
写
真
展
の
ほ
か
、
地
元
の
写
真
家

・
千
崎
密
夫
氏
、
田
中
茂
氏
の
写
真

展
、
さ
ら
に
は
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
実

行
委
員
会
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
の
あ
っ
た
写
真
作
品
を
一
堂
に
展

示
。
鉄
道
写
真
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は

見
逃
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

３
余
部
鉄
橋
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

・
関
連
事
業

【
春
Ｇ
Ｗ
〜
夏
休
み
／
余
部
鉄
橋
周

辺
】地

元
余
部
地
区
の
皆
さ
ん
で
組
織

す
る
実
行
委
員
会
が
、
春
の
ゴ
ー
ル

町
の
誇
り
「
余
部
鉄
橋
」
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、

全
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
に
香
美
町

を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

平
成
18
年
度
、
町
で
は
年
間
を

通
じ
て
「
余
部
鉄
橋
」
架
替
記

念
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
を
新

橋
『
平
成
の
余
部
鉄
橋
』
建
設

へ
、
さ
ら
に
今
後
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
へ
と
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

香
美
町
民
共
有
の
偉
大
な
財

産
と
し
て
語
り
継
い
で
い
く
た

め
、
み
な
さ
ま
の
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地
元
香
美
町
長
の
４
首
長
が
鉄
橋
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
す
。

２
日
目
は
、
土
木
技
術
的
な
側
面
か

ら
「
鉄
橋
工
学
の
集
い
」
（
仮
称
）
を

開
催
。
余
部
鉄
橋
建
設
の
歴
史
や
近
代

土
木
遺
産
と
し
て
の
価
値
な
ど
に
つ
い

て
や
や
専
門
的
な
研
修
セ
ミ
ナ
ー
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

会
場
内
で
は
、
余
部
鉄
橋
建
設
当
時

の
写
真
や
設
計
図
面
、
模
型
の
ほ
か
、

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

２
「
最
後
の
余
部
を
撮
る
」
広
田
尚
敬

さ
ん
講
演
会and

服
部
敏
明
写
真
展

【
８
月
日
25
日
（
金
）
〜
27
日
（
日
）

／
香
住
区
中
央
公
民
館
ほ
か
】

日
本
の
鉄
道
写
真
の
第
一
人
者
広
田

尚
敬
さ
ん
に
最
近
の
「
余
部
鉄
橋
」
写

１
「
全
国
鉄
橋
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催

【
10
月
21
日
（
土
）
〜
22
日
（
日
）

／
香
住
区
中
央
公
民
館
ほ
か
】

記
念
講
演
と
し
て
、
元
鉄
道
史
学

会
会
長
の
東
京
学
芸
大
学
青
木
栄
一

名
誉
教
授
に
「
日
本
の
鉄
道
と
橋
」

（
仮
題
）
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

続
い
て
、
余
部
鉄
橋
と
同
様
の
特

徴
的
な
鉄
橋
を
も
つ
全
国
の
市
町
村

長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
「
鉄
橋
を

愛
す
る
首
長
会
談
」
を
行
い
ま
す
。

変
化
に
富
む
多
く
の
鉄
橋
の
あ
る
福

島
県
三
島
町
長
〔
Ｊ
Ｒ
只
見
線
〕
、

余
部
鉄
橋
と
同
じ
ト
レ
ッ
ス
ル
橋
脚

の
軍
畑
橋
梁
の
あ
る
東
京
都
青
梅
市

長
〔
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
〕
、
高
さ
58
メ
ー

ト
ル
の
ア
ー
チ
橋
の
あ
る
熊
本
県
南

阿
蘇
村
長
〔
南
阿
蘇
鉄
道
〕
に
加
え
、

　有終を刻む

余部連合自治会長
余部鉄橋メモリアル事業

実行委員会　委員長

山本美津男さん

「「そこにあることが
当然であり、自然であった」

①鉄橋との関わりについて
余部住民は、汽車が鉄橋を渡るときの音を子

守唄代わりに育っています。われわれにとって

鉄橋があることが当然であり自然であり、架け

替えられること無くなることの想像がつかない

のです。

遠方からの観光客や毎年見に来るという方に

お会いし、改めて余部鉄橋の魅力のすごさを実

感します。われわれ地元住民こそが鉄橋最後の

年であること、鉄橋がかけがえのない財産であ

ることを再認識する必要があると思います。

②今後の取り組みなどについて
我々が祖父や父から鉄橋の話を聞いたよう

に、我々もまた子や孫に語り継いでいかねばな

らないという義務を感じます。そのためにも、

これから行われるメモリアル事業など様々なイ

ベントへの積極的参加・協力を住民に広く呼び

かけ、「余部鉄橋最後の年」を大いに盛り上げ

ていきたいと思います。

③新橋架け替え後について
地元としては、新橋への大きな期待とともに、

排雪、排水、風の流れの変化など完成後に考え

られる影響について十分な説明を受け、後世に

問題を残さないよう真剣に考えていかなければ

ならないと思います。

特に余部地区は鉄橋架け替えや余部道路開通

など、今後４、５年で大きく変わろうとしてい

ます。これから育っていく子どもたちのために

も、我々は今の余部の姿を目に焼き付け、そし

て後世に伝承する必要があると思います。

インタ

ビュー！

　　　記念事業」を展開－ 夕凪の余部鉄橋：平成１５年５月撮影
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「余部鉄橋」の　

ささよよなならら！！あありりががととうう！！そそししてて、、後後世世へへ・・・・・・

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
夏
休
み
期
間
に

か
け
て
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。

５
月
３
日
（
水
）
〜
７
日
（
日
）
、

Ｊ
Ｒ
特
別
列
車
「
あ
ま
る
べ
ロ
マ
ン

号
」
の
運
行
に
合
わ
せ
余
部
地
区
公

民
館
で
「
余
部
鉄
橋
写
真
展
」
を
開

催
し
た
ほ
か
、
５
月
６
日
（
土
）
に

は
御
崎
地
区
の
「
余
部
埼
灯
台
ま
つ

り
」
と
連
携
し
て
「
絶
景
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
を
実
施
。
鉄
橋
下
広
場
で
は

こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、
地
元
特
産
物

の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
月
上
旬
に
は
余
部
鉄
橋
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
ほ
か
、
鉄
橋
下
広
場
で

「
夕
涼
み
ま
つ
り
」
を
に
ぎ
や
か
に

開
催
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
春
は
菜
の
花
、
秋
は
コ
ス
モ

ス
等
、
絵
に
な
る
写
真
風
景
づ
く
り

も
進
め
ま
す
。

地
元
余
部
小
学
校
で
は
、
ふ
る
さ

と
教
育
の
一
環
と
し
て
「
あ
ま
る
べ

ロ
マ
ン
号
」
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
づ
く

り
の
ほ
か
余
部
鉄
橋
の
大
絵
画
共
同

制
作
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
豊
岡
鉄
道
部
で
は

「
あ
ま
る
べ
ロ
マ
ン
号
」
な
ど
色
々
な

特
別
企
画
列
車
の
運
行
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

４
「
余
部
鉄
橋
の
一
世
紀
」
語
り
部

の
集
い

【
５
〜
９
月
／
各
種
大
会
行
事
等
で
】

鉄
橋
と
共
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
地

元
住
民
の
思
い
出
、
元
国
鉄
マ
ン
な

ど
の
方
々
に
、
余
部
鉄
橋
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
苦
労
話
な
ど
を
披

露
し
て
い
た
だ
く
場
を
設
け
ま
す
。

余部鉄橋写真家　

「「鉄橋は４０年来の友人、

鉄橋も人の人生も同じ」

①鉄橋との関わりについて
昭和34年頃から余部鉄橋の写真を撮り続けて

います。当時の福知山鉄道管理局が昭和57年の

余部鉄橋開通70周年記念入場券に使う写真の相

談に来られた際に、20～30年後にコンクリート

橋へ架け替える構想があることを聞き、「私が生

きている間に鉄橋がなくなるかもしれない。」と

思いました。これを機に、鉄橋の写真を撮って

後世に残したいと強く思うようになりました。

特に冬の激しい潮風に耐える鉄橋の姿に感動し、

重くぶつかってくる波を受けながら何時間もカ

メラを構え、何度も海に流されたこともありま

す。写真を撮りながら、「人も世間の荒波にもま

れ大勢の人に支えられて生きて、やがてこの世

を去る。鉄橋も冬の荒波、夏の灼熱に耐えて、

修繕工事という大手術を受けて今まで立ってこ

られた。そして、今回の架替で一生の幕を閉じ

ようとしている。」鉄橋も人の人生も似ていると

思いました。どんなに苦しいことがあっても、

生きていかねばならないことを教わった気がし

ます。

②今後の取り組みなどについて
時間の許す限り写真を撮り続けて写真集にし

たい。自分のイメージの中で、まだ撮影できて

いないものがあります。その写真をどうしても

撮りたいです。

③新橋架け替え後について
写真集をやり遂げ、写真を通じて鉄橋の魅力

や鉄橋から教えられたことを後世に伝えたいで

す。鉄橋の写真を残すことが、私が生きていた

証であり、鉄橋への恩返しだと思っています。

インタ

ビュー！

▲第三只見川橋梁〔ＪＲ只見線〕
上路ワーレントラス橋、長さ 180ｍ
昭和31年(1956)完成

▲第一白川橋梁〔南阿蘇鉄道〕
上路バランストアーチ橋
長さ 166ｍ、昭和３年(1928)完成

５
「
余
部
鉄
橋
」
記
録
保
存
事
業

現
在
の
余
部
鉄
橋
の
雄
姿
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
鉄
橋
の
写
真
、

歴
史
や
技
術
的
な
資
料
、
語
り
部

の
皆
さ
ん
の
話
な
ど
を
集
約
し
た

記
念
誌
を
編
集
・
発
行
す
る
と
と

も
に
、
映
像
で
も
保
存
す
る
た
め

ビ
デ
オ
等
の
作
成
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

▲軍畑橋梁（奥沢橋梁）（ＪＲ青梅線）
上路プレートガーダー、鋼トレッスル橋長
さ105ｍ、昭和４年（1929）完成

【福島県三島町】

【東京都青梅市】

【熊本県南阿蘇村】

－「余部鉄橋架替　　　　

～後世に語り継ぐために～

「鉄橋サミット」
参加市町村の鉄橋
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○介護予防事業は
これまで、転倒予防や認知症予防をテーマに高齢者の皆様を対象に実施してきましたが、今後は、要支

援、要介護になるおそれの高い人を対象に実施する介護予防事業（特定高齢者施策）と全高齢者を対象に　

実施する介護予防事業（一般高齢者施策）にわけて、より適切な事業を展開します。

そのために、まず、人ひとりの状況に応じた予防対策をすすめるための実態把握を行います。

○特定高齢者とは
要介護・要支援状態に移行するおそれのある虚弱な高齢者を指します。２５項目の生活機能評価を健診

とあわせて実施するなど、あらゆる機会に実態把握を行うようにします。また、本人や家族からの相談、

主治医や民生委員などからの連絡により、把握する体制もとっていきます。

特定高齢者とならなかった人は、一般高齢者施策や健康増進事業などに参加いただけます。

介護予防特定高齢者事業として、通所型と訪問型による方法を行います。

通所型介護予防事業は、それぞれの区ごとに、週１回の教室を開催していきます。

「運動器の機能向上」「栄養改善」「口腔機能の向上」等介護予防に効果があると認められるプログラム

を実施します。

訪問型介護予防事業は、閉じこもり、認知症やうつ等のおそれがある、またはその状態にあり、通所サ

ービスの利用が困難である人が対象になります。保健師等が訪問し、必要とされる相談、指導を行います。

○介護予防一般高齢者事業はすべての高齢者が対象
介護予防の知識の普及啓発を目標に転倒予防や認知症予防、栄養改善など要望に応じて、各種教室を開

催していきます。

また、介護予防の地域で普及啓発する人を養成する「介護予防リーダー研修」を開始します。

★介護予防事業は本人の積極的な参加がカギ
いつまでに、どのような生活ができるようになるか、具体的な目標を立て、本人が積極的に生活機能の

向上に取り組むことを目指しています。

本人が自分の状況を把握し、自覚と目標をもって参加することが求められます。

◆問い合わせ先

役場健康福祉部健康課・包括支援センター　蕁０７９６－３６－１１１１

村岡地域局健康福祉課　　　　　　　　　　蕁０７９６－９４－０３２１　　　

小代地域局健康福祉課　　　　　　　　　　蕁０７９６－９７－３１１１

6

■高齢者本人を主役とした介護予防事業がスタート■
～　地域支援事業を展開します　～

要介護・要支援状態になる前から、一人ひとりの状況に応じた予防対策を行うとともに、要介護状態に

なった場合においても、地域で自立した日常生活を送れるよう支援することを目的として、「地域支援事
業」を実施します。
地域支援事業には、包括支援センターが行う包括的支援事業（４月号で紹介しました）と保健師や栄養

士、歯科衛生士等が行う介護予防事業とその他事業が主な内容です。今回は、介護予防事業について紹介

します。



町
民
の
財
産
と
安
全
を
守
る

平
成
18
年
度
香
美
町
消
防
団

新
体
制
ス
タ
ー
ト

・
団
　
長
…
本
城
繁
信

【
香
住
支
団
】

・
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
青
山
喜
一

・
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
石
田
俊
一
、

佐
藤
尚
武
、
西
内
一
博

・
分
団
長

支
団
本
部
…
福
島
勉
、
三
輪
典
志
、

磯
田
啓
介
、
渡
邉
孝

香
住
特
設
分
団
…
…
津
田
俊
之

香
住
第
１
分
団
…
…
福
島
功

香
住
第
２
分
団
…
…
稲
葉
隆
浩
　

香
住
第
３
分
団
…
…
山
田
勉

香
住
第
４
分
団
…
…
吉
田
幸
信

香
住
第
５
分
団
…
…
島
崎
一
剛

余
部
分
団
…
…
…
…
平
井
新
三
郎

柴
山
分
団
…
…
…
…
松
井
豊
茂

佐
津
分
団
…
…
…
…
宮
下
徹

奥
佐
津
第
１
分
団
…
橋
本
昭
弘

奥
佐
津
第
２
分
団
…
森
田
宏
志

長
井
第
１
分
団
…
…
原
田
博
之

長
井
第
２
分
団
…
…
岸
本
晃

【
村
岡
支
団
】

・
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
浅
田
重
男

・
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
田
淵
保
男
、

西
村
功
、
古
家
学

・
分
団
長

村
岡
特
設
第
１
分
団
…
田
輪
実

村
岡
特
設
第
２
分
団
…
長
岡
裕
文
　

村
岡
特
設
第
３
分
団
…
藤
原
博
文

平
成
18
年
度
香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

村
岡
特
設
第
４
分
団
…
今
後
武
司

村
岡
第
１
分
団
…
…
…
今
岡
正
喜
　

村
岡
第
２
分
団
…
…
…
石
原
裕
幸

村
岡
第
３
分
団
…
…
…
中
村
真
人

村
岡
第
４
分
団
…
…
…
井
上
呈
二
郎

村
岡
第
５
分
団
…
…
…
田
邊
寿
裕

村
岡
第
６
分
団
…
…
…
西
村
一
敏

村
岡
第
７
分
団
…
…
…
東
俊
一

村
岡
第
８
分
団
…
…
…
古
川
和
彦
　

村
岡
第
９
分
団
…
…
…
岸
誠

村
岡
第
10
分
団
…
…
…
石
井
勇

村
岡
第
11
分
団
…
…
…
山
本
良
雄

【
小
代
支
団
】

・
副
団
長
兼
支
団
長
…
田
淵
正
一

・
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
吉
田
正
秀
、

邊
見
八
郎

・
分
団
長

支
団
本
部
…
西
村
吉
弘
、
田
中
公
雄
、

古
岡
敏
幸
、
朝
倉
富
昭
、
中
村
達
也

小
代
特
設
第
１
分
団
…
水
澤
孝
広

小
代
特
設
第
２
分
団
…
邊
見
泰
正

小
代
第
１
分
団
…
…
…
林
本
亨
　
　

小
代
第
２
分
団
…
…
…
太
田
芳
郎

小
代
第
３
分
団
…
…
…
古
岡
恵
祐

小
代
第
４
分
団
…
…
…
水
間
英
樹

小
代
第
５
分
団
…
…
…
瓜
ヶ
平
一

小
代
第
６
分
団
…
…
…
木
村
一
隆

今
年
の
桜
は
春
さ
き
の
気
温
が
低
か

っ
た
せ
い
か
、
例
年
よ
り
長
く
美
し
い

花
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
南
北
に
長
い
香
美
町
で
は
、

桜
前
線
が
矢
田
川
に
沿
っ
て
ゆ
っ
く
り

と
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
た
め
、
４
月
上
旬

に
香
住
の
海
沿
い
で
開
花
し
て
か
ら
、

中
・
下
旬
に
村
岡
・
小
代
で
満
開
に
な

る
ま
で
、
３
週
間
近
く
も
町
内
で
桜
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
に
入
り
、
い
ま
は
桜
か
ら
新
緑

へ
、、
山
々
か
ら
の
さ
わ
や
か
な
緑
の
風
が
、

清
々
し
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
小
代
で
は
色
と

り
ど
り
の
し
ゃ
く
な
げ
が
、
村
岡
に
は

高
原
一
帯
に
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
、
そ
し

て
香
住
に
は
海
沿
い
に
黄
白
色
の
椎し
い

の

花
が
山
を
お
お
う
よ
う
に
咲
い
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

色
と
り
ど
り
の
花
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
香
美
町
は
、
こ
れ
ら
を
さ
ら

に
一
層
活
か
し
て
、「
香
り
高
く
美
し
い

ま
ち
」
づ
く
り
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

合
併
二
年
目
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
年
で
す
。

町
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
尽
力
を

心
か
ら
期
待
い
た
し
ま
す
。

香
美
町
長

こ
ん
に
ち
は
　
町
長
で
す

桜
そ
し
て
新
緑

４
月
16
日
、
村
岡
区
福
岡
体
育
館
で
香
美
町
消
防

団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
本
城
団
長
以
下
、
副
団
長
、
分
団
長

ら
約
６
０
０
人
が
出
席
し
、
本
城
団
長
か
ら
順
番
に

辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
の
新
入

団
員
は
55
名
で
し
た
。

式
で
は
、
町
長
が
、「
昨
年
は
火
災
・
風
水
害
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
冬
の
大
雪
は
町
民
の
日
常
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
い
か
な
る
場
合
も
消

防
団
が
先
頭
に
立
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
前
提
で

あ
る
町
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
新

入
団
員
で
奥
佐
津
第

１
分
団
所
属
の
淀
貴

至
さ
ん
は
、
「
今
後

は
、
地
域
防
災
に
つ

い
て
日
頃
か
ら
消
防

団
員
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
責
任
あ
る

行
動
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
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平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

（
小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
、
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
）

◆
拡
充
の
内
容
◆

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
３
年
生
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末

ま
で
か
ら
、
小
学
校
６
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

併
せ
て
、
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
様
は
、
役
場
窓
口
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
　

先
）
で
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
　

に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○

小
学
校
４
年
生
の
児
童
が
い
る
保
護
者
の
皆
様

（
平
成
８
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

こ
れ
ま
で
、
対
象
の
児
童
に
係
る
児
童
手
当
を
小
学
校
３
年
生
修
了
ま
で
受
給
し
て
い
た
保
護
者

の
方
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○

小
学
校
５
年
生
ま
た
は
６
年
生
の
児
童
が
い
る
保
護
者
の
皆
様

（
平
成
６
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
保
護
者
の
方
は
額
改
定
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
皆
様

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当
は
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
額
で
判
定
し

ま
す
。例：

税
法
上
の
扶
養
人
数
が
３
人
の
場
合
の
所
得
制
限

・
国
民
年
金
加
入
者
　

５
７
４
万
円

・
厚
生
年
金
等
加
入
者

６
４
６
万
円

●
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
部
福
祉
課
　
　
　
蕁
0
7
9
6
・
36
・
１
１
１
１

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
　
蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課
　
蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

【
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の
】

・
　
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

・
　
請
求
者
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
以
外
）
の
口
座
番
号
な
ど
が
分

か
る
も
の

・
　
請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

（
請
求
者
が
厚
生
年
金
等
加
入
者
の
場
合
）

・
　
平
成
17
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
香
美
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
場

合
）

・
　
平
成
18
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
香
美
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
場

合
）

【
額
改
定
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の
】

・
　
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

注
①

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

（
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
）

注
②
　
児
童
手
当
は
、
両
親
が
２
人
と
も
受
給
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
児
童
に
対
す
る
受
給
者
は
１
人
で
す
。

（
例：

母
親
が
公
務
員
で
勤
務
先
よ
り
受
け
ら
れ
る
場
合
、

父
親
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。）

﹇
参
考
﹈

（
支
給
月
額
）

第
１
子
…
…
…
…
５
、
０
０
０
円

第
２
子
…
…
…
…
５
、
０
０
０
円
　

第
３
子
以
降
…
１
０
、
０
０
０
円

（
支
払
時
期
）

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
香
美
町
で
は
、
支
払
日

を
10
日
と
し
て
い
ま
す
。

８



行政トピックス
蘆
相
談
内
容

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
人
権

に
関
す
る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と

に
つ
い
て

蘆
人
権
擁
護
委
員

石
部
賢
應
さ
ん
（
香
住
区
小
原
）

畑
中
清
司
さ
ん（
香
住
区
一
日
市
）

長
　
智
子
さ
ん（
香
住
区
一
日
市
）

田
中
基
彦
さ
ん
（
村
岡
区
村
岡
）

松
岡
泰
子
さ
ん
（
村
岡
区
入
江
）

西
村
計
一
さ
ん
（
村
岡
区
日
影
）

山
本
治
平
さ
ん
（
小
代
区
忠
宮
）

水
間
忠
一
さ
ん（
小
代
区
鍛
治
屋
）

蘆
相
談
日
・
会
場
（
都
合
の
よ
い

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

・
香
住
区
…
毎
月
第
2
火
曜
日

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
村
岡
区
…
毎
月
1
回
水
曜
日
他

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
毎
月
第
3
水
曜
日

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
こ
い
の
里
」

蘆
問
い
合
わ
せ
先

各
人
権
擁
護
委
員

役
場
健
康
福
祉
部
人
権
推
進
室

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

蘆
相
談
内
容

国
、
特
殊
法
人
、
県
、
町
な
ど

の
仕
事
の
中
で
、
苦
情
、
困
っ
て

い
る
、
要
望
、
措
置
に
納
得
が
い

か
な
い
な
ど
の
不
満
や
相
談

蘆
行
政
相
談
委
員

米
田
稔
さ
ん
（
香
住
区
隼
人
）

小
林
久
倫
さ
ん
（
村
岡
区
神
坂
）

邊
見
昭
典
さ
ん
（
小
代
区
大
谷
）

蘆
相
談
日

・
香
住
区
…
毎
月
第
2
火
曜
日

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
村
岡
区
…
2
カ
月
に
1
回
水
曜
日

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
毎
月
第
1
、第
3
水
曜
日

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
こ
い
の
里
」

蘆
問
い
合
わ
せ
先

各
行
政
相
談
委
員

役
場
総
務
部
企
画
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

蘆
相
談
内
容

妊
娠
の
経
過
、
身
体
計
測
を
始

め
、
離
乳
食
の
進
み
具
合
、
子
ど

も
の
発
育
な
ど

蘆
相
談
員
　
町
の
保
健
師
、
栄
養
士

（
小
代
区
は
助
産
師
、
歯
科
衛

生
士
含
む
）

蘆
相
談
日
・
会
場

・
香
住
区
…
2
カ
月
に
1
回

香
住
文
化
会
館

・
村
岡
区
…
年
3
回

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
年
3
回

小
代
保
健
セ
ン
タ
ー

蘆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

蘆
相
談
内
容

心
や
体
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

に
対
す
る
相
談

蘆
相
談
員

豊
岡
病
院
精
神
神
経
科
医
師

蘆
相
談
日
・
会
場

・
香
住
区
…
年
６
回

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
村
岡
区
…
年
３
回

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
年
３
回

小
代
保
健
セ
ン
タ
ー

蘆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

蘆
相
談
内
容

・
身
体
的
な
虐
待

・
養
育
の
拒
否
・
放
置

・
心
理
的
虐
待

・
性
的
虐
待

・
育
児
相
談
　
な
ど

虐
待
を
受
け
た
児
童
を
発
見
し

た
人
は
、
通
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
通
告
の
内
容
や
だ
れ
が
通
告

し
て
き
た
か
と
い
う
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

蘆
相
談
日
　
随
時

蘆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

蕁
0
7
9
6
・
82
・
３
１
６
１

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

蕁
0
7
9
6
・
22
・
4
3
1
4

※
相
談
日
な
ど
は
あ
く
ま
で
も
予

定
で
す
。
委
員
や
会
場
の
都
合
に

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

困
っ
た
と
き
は
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

主
な
相
談
業
務
と
窓
口

行
政
、
生
活
、
育
児
、
健
康
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
悩
み
事
を

お
持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
る
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
退
任
の

長
野
加
代
子
さ
ん
に
感
謝
状

2
期
6
年
に
わ
た
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た

長
野
加
代
子
さ
ん
（
小
代
区
城

山
）
が
、
3
月
31
日
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
任
期
中
の

功
績
に
対
し
て
法
務
大
臣
の
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
さ
ん
は
、「
小
代
小
学
校

で
い
じ
め
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
際
に
子
ど
も
た
ち
の
活
発
な

意
見
が
出
た
こ
と
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
今
後
も
、
一
町

民
と
し
て
人
権
擁
護
活
動
の
お

手
伝
い
を
続
け
た
い
。」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

感謝状を贈られる長野さん

人
権
相
談

行
政
相
談

妊
産
婦
・
乳
幼
児
健
康
相
談

心
と
体
の
相
談

児
童
虐
待
相
談

９
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５
月
22
日
（
月
）

５
月
23
日
（
火
）

村岡
（大字10区）
鹿田・用野
入江
和田・小城
長坂
熊波
柤岡
丸味
川会
和佐父
高津
長須
味取・原
長瀬
境
山田

萩山・板仕野
神坂・相田
大糠
光陽
高井・寺河内
耀山・市原
日影
作山
宿
黒田
福岡
八井谷
大野
口大谷・中大谷
大笹
高坂
池ヶ平
和池
森脇

9：30～10：20

10：25～10：30
10：35～10：45
10：50～11：00
11：05～11：15
11：20～11：25
11：35～11：45
11：55～12：00
13：00～13：10
13：20～13：25
13：35～13：45
13：50～13：55
14：00～14：30
14：35～14：45
14：55～15：05
15：15～15：25

9：20～ 9：30
9：35～ 9：40
9：50～ 9：55
10：00～10：10
10：15～10：40
10：45～11：05
11：10～11：40
11：50～12：00
13：00～13：05
13：10～13：25
13：30～14：00
14：05～14：10
14：20～14：30
14：40～14：55
15：00～15：10
15：25～15：30
15：35～15：40
15：45～15：50
15：55～16：00

リハビリセンター横
（旧家畜市場）
鹿田公会堂
入江バス停
和田公会堂
長坂公会堂
熊波公会堂
柤岡バス停
丸味区県道出入口
射添会館
和佐父公会堂
高津バス停
長須ポンプ小屋
原診療所横
長瀬バス停
境公会堂
山田ポンプ小屋

萩山バス停
神坂バス停
大糠公会堂
光陽公会堂
寺河内バス停
市原公会堂
日影体育館
作山橋
宿公会堂
黒田精米所
福岡体育館
八井谷公会堂
大野公会堂
旧太谷荘前
大笹バス停
高坂公会堂
池ヶ平公会堂
和池四つ角
森脇公会堂前

日程 時　　間対象地区 場　　所

【村岡区】

５
月
25
日
（
木
）

５
月
26
日
（
金
）

土生
本見塚
下岡
上岡
隼人
畑
三川
丹生地
九斗
相谷
安木
訓谷
無南垣
浦上
上計
沖浦
境
一日市
若松
香住

八原
藤
中野
小原
大野
大谷

三谷

守柄
加鹿野

森

間室・油良
七日市
矢田・下浜
鎧

余部

香住

9：00～ 9：02
9：08～ 9：10
9：20～ 9：25
9：35～ 9：40
9：45～ 9：50
10：00～10：05
10：25～10：28
10：45～10：50
10：58～11：00
11：15～11：20
11：30～11：35
11：45～11：50
13：00～13：05
13：15～13：20
13：30～13：35
13：50～13：55
14：05～14：10
14：20～14：25
14：40～14：45
15：05～15：30

9：00～ 9：05
9：10～ 9：12
9：18～ 9：20
9：25～ 9：30
9：35～ 9：40
9：50～ 9：55
10：00～10：05
10：10～10：15
10：25～10：30
10：35～10：40
10：50～10：55
11：00～11：05
11：10～11：15
11：30～11：35
11：45～11：55
13：08～13：10
13：25～13：30
13：35～13：40
13：55～14：00
14：30～15：00

土生区入り口
本見塚区内
奥佐津地区公民館付近

奥佐津郵便局付近
隼人区公民館前
畑区公民館前
三川分校前
丹生地構造改善センター前

九斗区公民館前
相谷区公民館前
佐津地区健康管理施設前

佐津地区公民館前
香住第二中学校寄宿舎前

浦上区公民館前
柴山地区公民館前
沖浦区公民館前
境区公民館前
一日市区公民館前
若松コミュニティセンター前

香住文化会館前

八原区公園
藤橋付近

中野区公民館前
小原区公民館前
大野橋付近
大谷区公民館前
大谷橋（三谷側）
三谷下バス停
守柄橋付近
香住自動車教習所駐車場

森区公民館前
水道事業所前
油良区公民館前
七日市区天満神社
下浜区公会堂前
鎧港上屋付近
市午橋付近
旧余部郵便局前
御崎駐車場
旧三輪清駅前給油所裏駐車場

日程 時　　間対象地区 場　　所

【香住区】

５
月
24
日
（
水
）

石寺・広井
神水・水間・
猪之谷・神場
忠宮・実山
・平野
貫田
茅野
大谷・城山・
久須部・熱田
・野間谷
東垣・鍛冶屋
・佐坊
秋岡
新屋

9：40～ 9：55

10：00～10：15

10：20～10：40

10：45～11：00

11：05～11：20

11：30～12：00

13：15～13：35

13：45～14：10
14：20～14：40

広井集会所

神水農協ライスセンタ－

忠宮堂の下

貫田集会所
茅野集会所

小代地域局車庫前

東垣堂の前広場

秋岡バス停
新屋集会所駐車場

日程 時　　間対象地区 場　　所

【小代区】

犬 の 登 録 ・ 狂 犬 病 予 防 注 射
・　生後91日以上の犬は、生涯１回の登録と毎年の注射が
義務づけられています。必ず登録をして、予防注射を受
けましょう。
・　注射は健康な犬を対象に行います。当日の犬の体調に
ご注意ください。
・　健康状態に不安がある場合には、注射を受ける前に獣
医師へご相談ください。
・　かかりつけの獣医師がいる場合には、できるだけその
動物病院で狂犬病予防接種を受けてください。
・　会場周辺でフンをした時は、飼い主が責任を持って処
分しましょう。
・　犬をしっかりとしつけられる方がお連れください。会
場で暴れたり、興奮すると、思わぬ事故が起きることが
あります。また、事故防止のため、注射をお断りする場
合があります。

お忘れな
く！

●問い合わせ先　　役場健康福祉部町民課　蕁0796・36・1111 村岡地域局健康福祉課　蕁0796・94・0321

小代地域局健康福祉課　蕁0796・97・3111
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４
月
20
日
、
香
住
文
化
会
館
で
香
美
町
青
少
年
問
題
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
18
年
度
香
美
町
青
少
年
育
成
対
策
指
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
指
針
を
基
に
各
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
団
体
・
関
係
機
関
・
自

治
組
織
な
ど
と
協
力
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け

香
美
町
青
少
年
育
成
対
策
指
針
を
決
定

◆
平
成
18
年
度
香
美
町
青
少
年
育
成
対
策
指
針
◆

〜
地
域
ぐ
る
み
で
健
や
か
な
子
ど
も
を
育
て
る

よ
い
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
　

健
や
か
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
か
ら

青
少
年
を
保
護
す
る
た
め
に
〜

①
　
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
み
　

ん
な
が
い
つ
も
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
よ
う
。

②
　
青
少
年
の
健
や
か
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
図
書

等
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
、
ま
た
こ
れ
ら
の
自
動
販
売
機

を
置
か
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③
　
未
成
年
者
に
喫
煙
を
止
め
さ
せ
る
よ
う
家
庭
、
学
校
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
タ
バ
コ
の
害
か
ら
青
少
年
を
守

ろ
う
。

④
　
未
成
年
者
に
飲
酒
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
ま
た
、
薬

物
の
害
か
ら
青
少
年
を
守
ろ
う
。

⑤
　
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
活
動
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
を
不

審
者
か
ら
守
ろ
う
。

（
紙
面
の
都
合
上
、「
５
つ
の
実
践
項
目
」
の
う
ち
特
に
地
域
ぐ
　

る
み
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
部
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

◆
香
美
町
教
育
の
目
標
◆

豊
か
な
こ
こ
ろ
で
　
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
も
っ
て
た
く
ま
し

く
生
き
る
人
づ
く
り

・

心
身
の
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
よ
う

・

ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇
り
を
も
つ
子
ど
も
を
育
て
よ
う

・

思
い
や
り
と
い
た
わ
り
の
心
を
も
つ
子
ど
も
を
育
て
よ
う

燃えるごみ用（大）
燃えるごみ用（小）
燃えないごみ用（大）
燃えないごみ用（小）
危険ごみ用
燃えるごみ
・燃えないごみ共用
指定粗大ごみ用
持ち込み手数料
（矢田川レインボーへの

直接持ち込み）

1枚 51円
36円
51円
36円
51円

51円

1,020円

82円

60円
45円
60円
45円
60円

100円

1,100円

100円

現　行 改定後

10
㎏
に
つ
き

ご
み
処
理
手
数
料
を

６
月
か
ら
改
定
し
ま
す

４
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
ご
み
指
定

袋
や
ご
み
シ
ー
ル
、
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
へ
の
持
ち
込
み
手

数
料
な
ど
の
ご
み
処
理
手
数
料
を
６
月
１
日
か
ら
改
定
い
た

し
ま
す
。

何
と
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

○改正の期日：6月1日（木）
※5月31日までに購入したごみ袋やシールは改正後も
そのまま使用できます。

指
定
袋

シ
ー
ル

持
ち
込
み

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

単位種　　　類

ごみ処理手数料一覧表●
ご
み
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
…

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課
　
蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
　
蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課
　
蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

※
お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
ご
み
処
理
手
数
料
一
覧
表
」

の
危
険
ご
み
用
指
定
袋
の
改
定
後
の
金
額
が
「
61
円
」
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
今
回
掲
載
し
ま
し
た

「
60
円
」
で
す
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

＜ 　 緑 　 条 　 例 　 に 　 つ 　 い 　 て 　 ＞
兵庫県では、森林や田園の緑豊かなふるさとの景観を守りながら地域づくりを進めるため、香美町を含む北

但馬地域を昨年９月２日に「緑豊かな環境形成地域」に指定しました。
引き続き、地域の環境・景観の目標となる土地利用計画等の検討をしているところですが、この度、素案と
して取りまとめましたので、広く住民の皆さまのご意見を募集いたします。
なお、詳細は次の問合せ先か兵庫県のホームページ（http://web.pref.hyogo.jp/keikan/index.htm）をご覧下
さい。

●募集期間　　　平成１８年５月９日から５月２９日まで

●素案閲覧場所　兵庫県景観形成室、但馬県民局　まちづくり課・建築第二課

香美町役場　建設部建設課（役場南庁舎１階）、香美町村岡地域局　産業建設課、

香美町小代地域局　産業建設課　　　　　　　　　　　　

●問合せ先　　　兵庫県景観形成室　蕁０７８・３６２・３６４２

◆ みんなで進めるふるさと景観づくりについて◆
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Town News
まちの話題実

習
船
「
但
州
丸
」
出
港

香
住
高
校
三
年
生
、
ト
ロ
ー
ル
漁
業
実
習
の
た
め
三
陸
沖
へ

昔
の
伝
統
を
大
切
に

村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
「
土
び
な
人
形
展
」

農
政
確
立
の
情
報
活
動
が
評
価

香
美
町
農
業
委
員
会
に

優
良
情
報
活
動
表
彰

道
の
駅
・
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
、
３
月
26
日
か
ら
４
月

４
日
に
か
け
て
、
色
と
り
ど
り
の
土
び
な
人
形
展
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
は
土
蔵
の
奥
に
し
ま
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
土
び
な

を
是
非
飾
っ
て
見
て
も
ら
い
た
い
と
村
岡
観
光
協
会
が
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
２
８

２
体
の
土
び
な
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

村
岡
や
小
代
で
は
、
以
前
、
初
節
句
に
あ
た
る
旧
暦
の
４
月
３

日
に
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
土
び
な
を
飾
る
風
習
が

あ
り
ま
し
た
。
主
催
さ
れ
た
同
観
光
協
会
会
長
の
西
村
吉
雄
氏
は
、

「
今
の
若
い
人
た
ち
は
、
土
び
な
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
土
び
な

を
見
て
も
ら
い
伝
統
的
風
習
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
ふ
る
さ

と
教
育
の
一
環
に
な
る
と
思
い
開
催
し
ま
し
た
。
来
年
も
是
非
や

り
た
い
で
す
」
と
次
回
へ
の
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
７
日
、
県
立
香
住
高
校
の
海
洋
漁
業
コ
ー
ス
と
栽
培
漁
業
コ

ー
ス
の
３
年
生
計
17
名
が
、
実
習
船
「
但
州
丸
」
に
乗
り
込
み
、
ト

ロ
ー
ル
漁
業
実
習
の
た
め
香
住
漁
港
東
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
生
徒

ら
は
、
約
１
カ
月
間
青
森
県
八
戸
か
ら
新
潟
近
海
に
か
け
て
、
操
業

し
ま
す
。

出
航
に
あ
た
っ
て
、
但
州
丸
の
丹
生
船
長
は
、「
実
習
先
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
気
候
の
た
め
、
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
む
よ
う
に
」
と

生
徒
ら
を
叱
咤
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
高
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
余
す
こ
と
な
く

発
揮
し
、
一
段
と
立
派
な
姿
で
帰
港
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

全国の受賞農業委員会の代表として、表彰状を
授与される香美町農業委員会の吉川邦夫会長

生徒代表高原暎康さんら乗船式

香
美
町
農
業
委
員
会
が
、
農
政

確
立
の
情
報
活
動
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
全
国
農
業
新
聞
の
普

及
推
進
に
著
し
い
成
果
を
お
さ
め

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
18
年

度
全
国
情
報
会
議
に
お
い
て
、
優

良
活
動
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。農

業
委
員
会
は
「
農
地
の
番

人
」
と
も
い
わ
れ
、
農
地
法
に
係

る
許
可
申
請
の
審
議
を
は
じ
め
、

農
地
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
る
な
ど
、
農
業
振
興
に
深
く

広
く
関
わ
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
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第１３代かすみ香りレディのみなさん

４
月
17
日
選
考
会
が
開
か
れ
、
第
13
代
「
か
す
み
香
り
レ
デ

ィ
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
選
ば
れ
た
「
か
す
み
香
り
レ
デ
ィ
」
は
、
右
か
ら
高
石

信
子
さ
ん
（
香
住
区
森
）、
小
柴
奈
美
さ
ん
（
香
住
区
香
住
）、
磯

田
美
也
子
さ
ん
（
香
住
区
一
日
市
）
の
３
人
。

「
今
子
浦
の
夕
陽
や
漁
り
火
も
す
ご
く
好
き
。
香
住
の
良
さ

を
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
て
、
香
住
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
、

ま
た
香
住
に
来
た
い
　
と
思
っ
て
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

３
人
は
、
今
後
２
年
間
香
住
区
を
中
心
と
し
た
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ま
す
。

第
13
代
　
か
す
み
香
り
レ
デ
ィ
決
ま
る

御
崎
集
落
特
産
品

サ
ン
シ
ョ
の
つ
み
取
り
は
じ
ま
る

春
の
訪
れ
を
告
げ
る

ざ
ぜ
ん
そ
う
祭
り
開
催

香
住
区
御
崎
の
集
落
で
は
、
特
産
と
な
っ
た
葉
ザ
ン
シ
ョ
の
つ
み
取
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ
り
芽
吹
き
が
遅
く
、
葉
の
出
方
も
マ

バ
ラ
だ
そ
う
で
す
。
４
月
15
日
の
撮
影
日
に
は
、
通
称
サ
ン
ジ
の
谷
で
も

町
道
沿
い
の
桜
を
眺
め
な
が
ら
つ
み
取
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

収
穫
さ
れ
た
葉
ザ
ン
シ
ョ
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
主
に
京
阪
神
に
出
荷
さ
れ

ま
す
。
葉
は
毎
日
芽
を
出
し
ま
す
が
、
市
場
の
出
荷
状
況
に
よ
っ
て
相
場

が
大
き
く
変
動
す
る
た
め
、
収
穫
や
出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
そ
う

で
す
。

お
話
を
伺
っ
た
下
原
さ
ん
は
、「
昔
は
棚
田
を
し
て
い
た
が
、
平
成
２
年

の
台
風
災
害
に
よ
り
水
源
が
絶
た
れ
、
や
む
な
く
サ
ン
シ
ョ
畑
に
転
作
し

ま
し
た
」
と
手
を
休
め
ず
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
16
日
、
村
岡
ハ
チ
北
ス
キ
ー
場
野
間
ゲ

レ
ン
デ
近
く
で
第
８
回
ざ
ぜ
ん
そ
う
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
チ
北
観
光
協
会
主
催
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

毎
年
ざ
ぜ
ん
そ
う
の
開
花
の
頃
に
開
催
さ
れ
、

佃
煮
や
漬
け
物
を
は
じ
め
安
全
安
心
な
地
元
産

の
食
材
を
使
っ
た
加
工
食
品
の
販
売
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
観
光
協
会
の
西
谷
会
長
に
よ
る
と
、「
今
年

は
残
雪
が
多
く
、
ざ
ぜ
ん
そ
う
の
開
花
も
若
干

遅
れ
て
い
た
た
め
、
例
年
よ
り
１
週
間
開
催
を

遅
ら
せ
た
」
と
の
こ
と
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
裏
手
に
は
、
雪
解
け
水
が

流
れ
る
川
の
ほ
と
り
の
湿
地
帯
に
僧
侶
が
袈
裟

を
か
ぶ
っ
て
座
禅
を
く
ん
で
い
る
姿
に
似
た
ざ

ぜ
ん
そ
う
が
咲
き
並
び
、
ハ
チ
北
ス
キ
ー
場
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

地元産の食材を使った加工食品にお客さんが集まる

サンショの葉の発育具合を見極めながら、
一つ一つ丁寧に摘まれていきます。

〃

〃
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香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111
〃　　　南庁舎（下水道課）39・2053
〃　　　　　　（建設課） 39・2058
〃　　　村岡地域局　　　　94・0321
〃　　　小代地域局　　　　97・3111
香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764
〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166
公立村岡病院　　　　　　　　94・0111
香住地域福祉センター　　　　36・4345
香住老人福祉センター　　　　36・5008
村岡老人福祉センター　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

求人情報 （平成18年3月21日～4月19日現在・順不同）

ハローワーク香住（職業安定所）
蕁0796・36・0137

★お詫びと訂正
広報「ふるさと香美」第13号（平成18年4月号）の

記事の中に、以下のとおり誤りがありました。

・表紙の「今月の主な内容」中、「下水道へ接続して

ください」について、Ｐ.14～15とあるのは、Ｐ.17の

誤りです。

・８ページの「ゴミの資源化・減量化を進めよう」中

の『ゴミ処理手数料一覧表』につきまして、危険ごみ

用指定袋の改定後の金額が「61円」となっておりまし

たが、今回掲載しました「60円」が正しい金額です。

・16ページの「兵庫のじぎく債」中、1行目の香美町

町とあるのは、香美町の誤りです。
お詫びして訂正いたします。

◎「県民緑税」の導入について
兵庫県では、森林の荒廃や都市の緑の喪失が進む中、多様

な公益的機能を有し、県民生活に密接にかかわる「緑」の保

全・再生を社会全体で支える仕組みとして、平成１８年度か

ら「県民緑税」（県民税均等割の超過課税）を導入し、災害に

強い森づくりや防災・環境改善のための都市の緑化を進めま

す。

●税率：個人は８００円、法人は、均等割額の10％相当額

（2,000円～80,000円）（年額）

○問い合わせ
兵庫県税務課　　蕁078・362・3086
豊岡県税事務所　蕁0796・23・1001

★警察署再編整備に関する
お知らせ
４月１日、管轄する警察署が

変わりました。
●再編整備について
・香住警察署と浜坂警察署を統合
して、体制を強化。美方郡を一つ
の警察署で管轄します。
・名称を「美方警察署」とします。
・本庁舎を旧浜坂警察署に置き、
旧香住警察署を「香住警部派出所」
として運用します。
●各種手続きに関して
新たに設置しました香住警部派
出所におきましては、これまでと
変わることなく、運転免許の更新
などの各種許認可の手続きができ
ます。

清水工業譌
〃

譌北近畿環境開発

譌TES
㈲アイ・ティー

〃
日本交通㈱

㈱ナカイ自動車センター

守山工務店
宮崎水道設備
㈱香住観光公社
但馬ディーゼル
香住鶴譁
カスミ化成譁
難波石材店
㈱株本産業
新日本ガード譌
小林水産運輸㈲
㈱蔵平水産
マルカツ水産㈱

〃
㈲もりひろ商店
譌三七十
㈲かどや

北但西部森林組合

黒田産業㈱

デサントアパレ
ル㈱村岡工場
エイワ電器譁
譁田野工務店

電気工事施工管理技士
土木施工管理技士
機械保守管理
警備員

飲食業調理師見習い

飲食業接客
タクシー乗務員

事務一般
型枠大工

給排水衛生設備配管工

副支配人又は課長

一般事務
ビン詰出荷
営業見習及び配送業務

石材加工、製造補助

採石業務管理者

交通誘導警備員

運転手（長距離）

製造包装員
工場管理者
水産加工
水産加工院員
調理師見習

ｽｷｭｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｼｮｯﾌﾟ及

び旅館接客

林業
販売、給油、洗車

資材管理

マシーンキーパー

営業

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

35以下

30以下

不問

35～50

不問

20～45

20～45

50以下

不問

不問

35以下

18～50

30以下

不問

不問

不問

18～35

不問

25以下

35以下

20～40

1
1
1
20
2
2
2
1
3
1
1
1
3
1
1
１
5
2
2
1
1
1
1
2

10
1
1

2
1

事業所名 職　　種 年齢 人数
第八長栄㈲
譁コメリ
〃

譌アイ・ティ－
〃

日本通運㈱香住営業所

富士産業㈱神戸事業部

㈱但馬銀行
ゴダイ㈱

香住社会福祉協議会

〃

〃
〃

香住食研㈱
㈱蔵平水産
㈲三七十
譌かどや
村岡日石譁
㈱入江産業

黒田産業㈱
デサントアパレ
ル㈱村岡工場
譁コメリ　ハート

アンドグリーン

譁コメリ　ハート

アンドグリーン

▼パート
食品製造

販売員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ）

販売員（パート）

飲食業接客

飲食業調理師見習い

引越業務・荷扱作業員

栄養事務

銀行内部事務

販売

デイサービス介護員

子育て推進員
外出支援ｻｰﾋﾞｽ運転員

知的障害者自立寮世話人

食品製造
製造包装員
雑役

旅館及び食事処の接客係

給油スタッフ
アルミ部品の
検査及び軽作業
販売、給油、洗車

資材事務

販売員（パート）

販売員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ）

不問
16～40

18～45

不問

不問

不問

20～50

20～45

35以下

不問
不問
不問
不問
不問
20～50

不問

18～55

不問

20～45

25以下

不問

不問

不問

2
3
3
2
2
2
1
10
3
1
1
1
1
5
2
1
2
2
1

1
1

2

2

美方警察署
香住警部派出所

村岡警部派出所

町職員人事異動（カッコ内は旧職）
●採用（5月1日付）
公立香住総合病院内科医長　安東直之
公立香住総合病院泌尿器科医長　森實修一
●退職（4月30日付）
引田克弥（公立香住総合病院泌尿器科医長）
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◆香住B&G海洋ｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ監視員◆
蜷勤務期間
７月20日(木)～８月31日(木)
蜷勤務時間（２交代制）
・前半勤務　
午前８時30分～午後３時
・後半勤務
午後３時～午後９時30分
蜷賃金　
・前半勤務　5,000円　
・後半勤務　5,700円
蜷募集人数　６人程度
蜷応募資格　18歳から40歳位まで
の健康で泳げる人（高校生不可）
蜷応募締切　6月9日（金）
蜷問い合わせ（応募）先
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
蕁0796・36・2467

◆町営住宅入居者◆
蜷募集戸数・規格
森住宅（香住区）…１戸（３ＬＤＫ）
石町特定公共賃貸住宅（小代区）

…1戸（3ＬＤＫ）
蜷家賃（所得などから算出）
森住宅…25,000円～72,600円
石町特定公共賃貸住宅

…45,000円～125,000円
蜷敷金　家賃の3カ月分
（共益費・浄化槽代は別途徴収）
蜷入居時期　6月上旬
蜷入居条件
次の全ての要件に該当する人
・現に住宅に困窮している人
・入居基準所得を超えない人（基準　
所得は世帯構成により異なります）
・町税に滞納がない人
蜷そのほか
・重複申し込みは不可
・そのほかの条件は申し込み時に説明
蜷申込期限　5月26日（金）
（申し込み多数の場合は抽選）
蜷問い合わせ（申し込み）先
役場建設部建設課

蕁0796･39・2058

・香住会場
5月30日（火） 午後2時から
ﾊﾛｰﾜｰｸ香住2階会議室にて
蜷問い合わせ先　
ハローワーク豊岡
蕁0796・23・3101

◆改正税法（源泉所得税関係）の
説明会◆
①6月8日（木）午後1時30分から
但馬地場産ビル2階多目的ホール
②6月9日（金）午後1時30分から
新温泉町浜坂多目的集会施設
（新温泉町庁舎隣）
蜷問い合わせ先
豊岡税務署法人課税第１部門
蕁0796・22・2344

◆司法書士による登記・相続・多重
債務・消費者問題・等の無料相談◆
蜷日時　6月17日（土）

午後1時～4時（予約制）
蜷場所　豊岡市民会館
蜷問い合わせ（予約）先
兵庫県司法書士会但馬支部
蕁079・665・8025

◆温泉保養館｢おじろん｣の営業時間
変更のお知らせ◆
５月10日（水）より営業時間が

変わりました。
蜷営業時間12：00～20：00
蜷定休日は、毎週火曜日
蜷入館料　一般600円、町民300
円
香美町にお住まいの方はフロント
で申し出て町民料金でご利用下さ
い。また、町民回数券（１冊3,000
円、12回券）も取り扱っておりま
すので、ぜひ御利用下さい。
蜷問い合わせ先
香美町小代区大谷　温泉保養館
｢おじろん」
蕁0796・97・3232

◆◆不不法法投投棄棄監監視視協協力力員員◆◆
不法投棄のない安全で住みよいク
リーンな環境づくり推進のため、不
法投棄監視協力員を募集します。
蜷活動内容
・不法投棄現場の発見、但馬県民局　
環境課への通報。
・不法投棄防止の啓発推進活動等
蜷登録期間　3年間
蜷募集対象
但馬地域在住で6月9日現在で満
20歳以上の方　
蜷募集人数　旧町毎に10名程度
（一般公募、町推薦　各5名程度）
蜷応募締切　6月9日（金）
蜷問い合わせ（応募）先
但馬県民局県民生活部環境課
蕁0796・26・3651

◆第２学期（１０月入学）「放送大
学」学生◆
放送大学は、テレビ・ラジオで授
業を行う通信制大学です。さまざま
な年代や職業の人達へのニーズに応
える科目を360以上用意していま
す。大学や大学院の授業科目を１科
目から気軽に学べます。
蜷受付期間　6月15日～8月15日
蜷問い合わせ先
放送大学兵庫学習センター
蕁078・805・0052

◆平成19年3月新規学卒求人説明会◆
新規学校卒業予定者の採用をお
考えの企業に参加いただき、求人
に関する年間スケジュール及び留
意事項などについて説明します。
蜷参加対象　
新規学校卒業予定者の採用を考
えている企業
蜷日時と場所
・豊岡会場
5月26日（金）午後2時から
じばさんTAJIMA6階　豊岡商
工会議所会議室にて

けいじばん
募　　集

開　　催

そのほか



16
この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙100％を使用しています。 
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庫
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香
美
町
■
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画
編
集

／総
務
部
企
画
課

編
集
後
記

４
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
、

取
材
な
ど
で
バ
タ
バ
タ
落
ち
着
か

な
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ

き
、
無
事
に
こ
の
「
５
月
号
」
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

取
材
な
ど
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
お
会
い
し
た
余
部
連
合
自

治
会
長
の
山
本
さ
ん
の
言
葉
を
振

り
返
り
、
当
然
で
あ
っ
た
り
、
自

然
で
あ
る
も
の
ほ
ど
、
本
当
は
と

て
も
貴
重
で
大
切
な
も
の
な
の
だ

と
「
ハ
ッ
」
と
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
余
部
鉄
橋
の
よ
う
な
大
き
な

も
の
で
あ
っ
た
り
、
も
っ
と
身
近

な
家
族
で
あ
っ
た
り
。
い
つ
も
と

変
わ
ら
ず
傍
に
あ
る
の
は
、
な
ぜ

な
の
か
。
そ
の
大
切
さ
を
自
分
は

忘
れ
て
い
な
い
か
。
初
心
忘
る
べ

か
ら
ず
、
常
に
興
味
津
々
な
気
持

ち
で
あ
り
た
い
。
仕
事
も
そ
う
。

こ
れ
か
ら
も
頑
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っ
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
か
ち
）

まちのうごき
（平成18年4月1日現在）

合　計　22,414人（－141）
男　　10,687人 （－69）
女　　11,727人 （－72）
世帯数 6,958世帯 （－11）

カッコ内は前月比

そそれれぞぞれれのの思思いい、、一一つつににままととままりり、、
ききちちんんとと並並んんでで、、ははいいチチ－－ズズ！！

小小代代小小学学校校新新１１年年生生

今年の新入生は、男子７名、女子１２名
の計１９名です。「はい、みんなカメラさ
んの方をちゃんと見て」と、先生やお母さ
んが声をかけるのが聞こえてきそうです。
これからみんな元気に仲良くがんばって

ください。

子子どどももたたちちはは興興味味津津々々
先先生生のの前前ででははででははおお母母ささんんたたちちもも１１年年生生？？

兎兎塚塚小小学学校校新新１１年年生生

今年の新入生は、男子５名、女子８名
の計13名です。子どもたちは真新しい教
材を手に好奇心いっぱいです。
先生の説明を聞くお母さんたちの方が緊

張されているみたいです。

子子どどももたたちちをを見見続続けけてて約約１１００００年年
余余部部鉄鉄橋橋もも喜喜んんででまますす

余余部部小小学学校校新新１１年年生生ののみみんんなな

今年の新入生は、男子４名、女子１名
の計５名で、香美町内の小学校で最も少な
かったのですが、入学式の緊張はどこ吹く
風で校舎から出たとたんに本領発揮！すぐ
ににぎやかになりました。




